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(1) 職員の給与の状況

※職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。
※給料は、職務の種類と内容、職責に応じて、条例で定められた給料表に基づく額が支給されます。
※平均給与月額には、期末手当と勤勉手当は含まれていません。
※再任用は、集計の対象から除きます（以下同じ）。

(2) 諸手当
　諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当など、該当する職員に条例で定められた算定方法に基
づく額が支給されます。

　
市
の
職
員（
臨
時
・
嘱
託
職
員
な
ど
を
除
く
）の
数
や
給
与
の
状
況
、
勤
務
条
件
な
ど
、

人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
春
日
市
は
、
民
間
委
託
な
ど
の
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
少
数

の
職
員
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　　職員の任免および職員数の状況

　　職員の給与の状況（平成27年度）

(1) 職員数　398人　（平成28年４月１日現在）

近隣他市との職員数比較
（普通会計における人口1000人当たりの職員数）

※人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全国の市町村で最少です。
※普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）、教育長、公営企業

等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・介護保険・後期高齢
者医療の業務に従事する職員）を除く全ての職員数です。

(2) 採用者数・退職者数

区　分 平成27年度 平成28年度 増減数
議会事務局 6人 6人
市長事務部局 323人 341人 18人
教育委員会事務局 60人 45人 △15人
選挙管理委員会事務局 2人 2人
監査事務局 3人 3人
農業委員会事務局 1人 1人

合　計 395人 398人 3人

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市
3.1人 3.8人 4.1人 4.1人 5.3人

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成27年4月1日現在）」
から作成

■任命権者別職員数

区　分 初任給 平均年齢（4月1日現在） 平均給料月額（4月分） 平均給与月額（4月分）

一般行政職
大学卒 17万8200円

39.9歳 31万  198円 40万4706円短大卒 16万1700円
高校卒 15万  500円

技能労務職 高校卒 14万8200円 56.6歳 37万  450円 41万3745円

2
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（△は減少を表しています）

問い合わせ先
人事法制課人事担当

　　　☎（584）1111（代表）
　　　F（584）1145

職　種
（採用職種）

平成27年度 平成28年度
採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 17（4）人 14（4）人 13（4）人
保健師 − − 2人
保育士 1人 − −
土木技師 4（1）人 − 2人
建築技師 3人 1（1）人 −
文化財技師 − − −
技能労務職 − − −

合　計 25（5）人 15（5）人 17（4）人
※（　）内は再任用の人数（内数）です。
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　　職員の分限および懲戒処分の状況

　　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

　　職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法により、「法令等及び
上司の職務上の命令に従う義務」、「信用失墜行為
の禁止」、「秘密を守る義務」、「職務に専念する義
務」、「政治的行為の制限」、「争議行為等の禁止」、

「営利企業等の従事制限」など、服務上の義務が課
せられています。

(1) 職務に専念する義務の免除の状況
　春日市職員の職務に専念する義務の特例に関す
る条例などにより、献血をする場合、厚生に関す
る計画の実施に参加する場合などに、職務に専念
する義務が免除されることがあります。

(2) 営利企業などの従事の許可状況
　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事
業や事務に従事したりすることはできません。
　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務
員としての信用を傷つける恐れがない場合は、許可
されることがあります（国勢調査や農業など）。

(1) 分限処分（平成27年度）
　分限処分とは、職員の勤務実績が良くない場合
や、疾病のためにその職責を果たせない場合など
に、公務能率の維持およびその適正な運営の確保
を図るために行う不利益処分のことです。

(2) 懲戒処分（平成27年度）
懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員

としてふさわしくない非行がある場合に、公務にお
ける規律と秩序の維持を目的に行う不利益処分のこ
とです。

区 分 休 職 降 任 免 職 合 計
人 数 2人 1人 ０人 3人

区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計
人 数 0人 ０人 ０人 ０人 0人

区　分 平成26年度 平成27年度
職務に専念する
義務の免除 152件 53件

区　分 平成26年度 平成27年度

営利企業等の従事の許可 38件 34件

(1) 勤務時間
　①1週間の勤務時間
　　38時間45分（1日当たり7時間45分）
　②勤務時間の割り振り
　　基本的な勤務時間　午前8時30分〜午後5時
　　（休憩時間：午後0時15分〜1時）
　　※部署によっては変則勤務があります。

(3) 育児休業の取得者数

項　目 平成26年度 平成27年度

育児休業取得者数 男性 ０人 1人
女性 10人 15人

育児部分休業取得者数 男性 0人 ０人
女性 6人 4人

項　目 平成26年度 平成27年度
職員1人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 12.1日 12.8日

※変則勤務の職場などを除きます。

(2) 休暇
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(1) 職員研修の状況（平成27年度）　総事業費　444万7856円

(2) 勤務成績の評定状況
　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。
また、平成21年度から、組織の業績向上と人材育成を目的とする、新たな人事評価制度を導入しています。

(1) 職員互助会
　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の
実施、相互扶助や親睦を図ることを目的として、
会員の掛け金と市の助成金で運営しています。

　主な事業
　①福利厚生事業　②慶弔給付事業　③貸付事業

(2) 職員の健康管理
　職員の健康を維持するため、健康診断を実施し
ています。

(3) 共済制度
　福岡県市町村職員共済組合に加入し、共済組合

区　分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理・監督職研修
文書事務研修など 7コース（16回） 延べ778人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所
市町村職員中央研修所など 75コース（130回） 延べ248人

合　計 82コース（146回） 延べ1026人

■予算、決算の状況
区　分 平成27年度決算 平成28年度予算

市の助成金 680万1000円 674万9000円
会員の掛け金 744万6000円 749万8000円

平成27年度受診者数
388人

区　分 件　数
公務災害 3件
通勤災害 0件

　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項を計画的に実施しています。

が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健
康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

(4) 公平委員会の状況
　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本
権の一部が制限されています。このため、中立的
な機関である公平委員会に対して、身分上および
経済上の権利・利益の保護を求めることができる
ようになっています。
　平成27年度は、適正な勤務条件の確保に関す
る「勤務条件に関する措置の要求」および身分保障
を確実にするための「不利益処分に関する不服申
立て」はありませんでした。

(5) 公務災害・通勤災害の状況（平成27年度）
　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、
その災害によって受けた傷病について治療費など
が補償されます。

　　職員の研修および勤務成績の評定の状況

　　職員の福祉などの状況

　より詳しい内容は、市役所２階の情報公開コーナーや、市ウェブサイト（http://www.city.kasuga.fukuoka.
jp/）で見ることができます。

6

7

※慶弔給付事業は、市助成金の対象外です。

　春日市職員の退職管理に関する条例（平成27年条例第46号）第4条第2項に基づき、次のとおり公表します。

　　退職者の再就職の状況8

届出件数
1人

退職時の年齢 60歳 再就職先の名称 Live cafe folkvillage
離職時の職 部長 再就職先の業務内容 飲食業
離職日 平成28年3月31日 再就職先における地位 経営者
再就職日 平成28年4月1日
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http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
市からのお知らせ

新成人（右）

　20歳の門出を祝う成人式を行います。
　当日は、式典の他、成人式実行委員会による企画、
集合写真の撮影を行います。　
対象　平成８年４月２日〜平成９年４月１日に生まれた

人
※12月１日現在、市に住民登録がある対象者には、案

内状を送付します。なお、市外に住んでいる新成人
も出席できます（事前申込不要）。詳しくは市ウェブ
サ イト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
kosodate/social/seijinshiki.html）を見てくださ
い。

日時　平成29年１月９日㈪・㈷
午前10時〜正午（開場：午前９時30分）

会場　ふれあい文化センター新館スプリングホール
（大谷６ー 24）

※受け付けはありませんので、各自入場してください。
※座席数に限りがありますので、介助などの特別な理

由がある場合を除き、新成人以外の人の入場は控
えてください。
問い合わせ先　社会教育課社会教育担当

☎（５７５）４１２１　F（５９３）７３８０
syakai@city.kasuga.fukuoka.jp

平成29年春日市成人式

○
ご
み
収
集
休
み

　
12
月
31
日
㈯
〜
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫

　
「
燃
え
る
ご
み
」の
収
集
は
休
み
ま
す
。

｢

陶
器
・
金
属
類｣

の
収
集
日
が
こ
の
期

間
に
該
当
す
る
地
区
は
、
振
り
替
え
て

収
集
し
ま
す
。

▽
１
日
㈰
→
４
日
㈬
に
振
り
替
え

▽
２
日
㈪
→
５
日
㈭
に
振
り
替
え

▽
３
日
㈫
→
６
日
㈮
に
振
り
替
え

○
し
尿
収
集
休
み

　
12
月
30
日
㈮
〜
平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

○
浄
化
槽
清
掃
休
み

　
12
月
30
日
㈮
〜
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫

○
自
己
搬
入
休
み

　
▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

12
月
30
日
㈮
〜
平
成
29
年
１
月
３
日

㈫

　
▽
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク
南
部

12
月
31
日
㈯
午
後
３
時
〜
平
成
29
年

１
月
３
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ご
み・し
尿
の
収
集
な
ど

年
末
年
始
の
休
み

飼
い
主
か
ら
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務

の
休
み

　
12
月
27
日
㈫
〜
平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

※
引
き
取
り
業
務
に
つ
い
て
は
、
飼
い
主

か
ら
の
事
前
連
絡
が
必
要
で
あ
り
、
か

つ
毎
週
木
曜
日
が
引
き
取
り
日
で
す
。

※
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
引
き
取
り
は
、

１
年
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
保
健
衛
生
課

☎（
５
１
３
）５
５
９
９

F（
５
１
３
）５
５
９
８

　クリーン・エネ・パーク南部の定期点検のため、次
の期間は燃えるごみの自己搬入ができません。
　ご理解とご協力をお願いします。
定期点検期間　平成29年１月13日㈮〜26日㈭
問い合わせ先　環境課ごみ減量担当

☎（５８４）１１１１（代表）
F（５８４）１１４７

クリーン・エネ・パーク南部定期点検
燃えるごみは持ち込めません 飼

い
主
か
ら
の
犬・猫
の
引
き
取
り

年
末
年
始
の
休
み

△今年の成人式で新成人代表の挨拶をする           

ゴ ミ
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市
周
辺
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、
店
頭
で
資
源
物
の
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
市
が
行
う
資
源
物（
燃
え
な
い
ご
み
）の

収
集
と
併
せ
て
積
極
的
に
活
用
し
、
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

　
持
ち
込
む
際
は
、
各
店
舗
の
回
収
品
目

や
分
別
方
法
を
確
認
し
、
必
ず
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
各
店
舗
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

店
頭
へ
出
す
と
き
の
注
意
点

▽
回
収
品
目
以
外
の
も
の
は
持
ち
込
ま
な

い
▽
水
で
す
す
ぎ
、
乾
か
し
て
か
ら
出
す

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
つ
ぶ
し
て
か
ら
出

す※
市
の「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ

イ
」の
指
定
袋
で
出
す
場
合
は
、
ラ

ベ
ル
は
は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
は
洗
っ
て
切
り
開
き
、
乾

か
し
て
か
ら
出
す

▽
汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
は
持
ち
込
ま
な

い
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F(

５
８
４)

１
１
４
７

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
資
源
物
の
店
頭
回
収

店名 電話番号 ペットボトル 白色トレイ 柄物トレイ 牛乳パック アルミ缶

イオン大野城店 （572）2100 ○ ○ ー ○ ○

サニー春日原店 （581）4798 ○ ○ ー ○ ○

サニー白木原店 （589）3200 ○ ○ ○ ○ ○

サニー日の出町店 （915）3288 ○ ○ ー ○ ○

西友ザ・モール春日店 （583）5555 ○ ○ ー ○ ○

西鉄ストア牛頸店 （596）5200 ー ○ ○ ○ ー

ハローデイ井尻店 （581）5161 ○ ○ ○ ○ ○

ハローデイ春日店 （588）8631 ○ ○ ー ○ ー

マックスバリューエクスプレス
JR南福岡店 （585）0851 ー ○ ○ ○ ○

マルキョウ春日店 （585）6211 ー ○ ー ー ー

ミスターマックス春日店 （595）8700 ー ○ ー ○ ー

■主な資源物回収店舗 （50音順）

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
平
成
28
年
度
市
民
税
・
県
民
税
が
非
課

税
で
、
か
つ
課
税
者
か
ら
税
法
上
の
扶
養

を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
に「
平
成
28

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
給
付
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
受
付
期
限
は
、
12
月
28
日
㈬
の
午

後
５
時（
当
日
消
印
有
効
）で
す
。
必
ず
申

請
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
８
月
下

旬
に
申
請
書
類
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

※
１
回
限
り
の
臨
時
的
な
給
付
金
で
す
。

今
年
度
す
で
に
受
給
し
た
人
は
重
ね
て

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
給
付
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
電
話
な
ど

で
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市「
臨
時
福
祉
給

付
金
」専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
７
０
７
）１
１
９
２

F（
５
８
４
）３
０
９
０

※
詳
し
く
は
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て

く
だ
さ
い
。

▽
春
日
市　
臨
時
福
祉
給
付
金

　

http
://w

w
w

.city.kasuga.
fukuoka.jp/fukushi/jigyou/
kyuufukin.htm

l

▽
厚
生
労
働
省　

確
認
じ
ゃ
！
給
付
金

http://w
w

w
.2kyufu.jp/

市からのお知らせ
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　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人
に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されてい
ます。
　また、有権者が政治家に寄付や贈り物を求めること
も禁止されています。
　結婚や卒業のお祝い、病気のお見舞い、香典、お年
賀、お中元、お歳暮、お祭りやイベントへの寄付、差し

入れなども禁止の対象です。「贈らない・求めない・
受け取らない」という寄付禁止のルールを守って、明
るい選挙を実現しましょう。
問い合わせ先　選挙管理委員会事務局選挙担当

☎（584）1111（代表）　
F（５84）1142

政治家の寄付は禁止！有権者が求めることも禁止！

　　
小
正
月（
旧
歴
１
月
15
日
）に
な
る
と
、

歳と
し
が
み神
を
出
迎
え
る
と
き
に
使
っ
た
門
松

や
、
し
め
飾
り
を
燃
や
し
、
炎
と
共
に
見

送
る
と
い
う
民
俗
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
、
ど
ん
ど
焼
き
、
ほ
ん
げ

ん
ぎ
ょ
う
、
左さ
ぎ
ち
ょ
う

義
長
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
各
家
か
ら
集
め
た
、
わ

ら
や
竹
な
ど
を
高
く
組
ん
で
、
持
っ
て
き

た
し
め
飾
り
な
ど
を
焼
く
行
事
で
す
。
こ

の
と
き
、
書か

き
初ぞ

め
の
習
字
も
焼
き
ま
す

が
、
火
の
粉
が
高
く
舞
い
上
が
る
と
字
が

上
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯

泉
、大
土
居
、白
水
池
、惣
利
、紅
葉
ヶ

丘
、
弥
生（
各
公
民
館
隣
接
地
）

▽
１
月
８
日
㈰

大
谷
、
春
日
原
南
、
須
玖
北
、
須
玖
南
、

千
歳
町
、
塚
原
台
、
光
町
、
平
田
台
、

松
ヶ
丘（
各
公
民
館
隣
接
地
）、春
日（
婿

押
し
と
同
時
開
催
、
春
日
神
社
）

▽
１
月
9
日
㈪
・
㈷

岡
本（
熊
野
神
社
）

▽
１
月
14
日
㈯

上
白
水
・
下
白
水
北
・
下
白
水
南
・
天

神
山（
い
ず
れ
も
白
水
八
幡
宮
）、
小
倉

（
嫁
ご
の
尻
た
た
き
と
同
時
開
催
、
小

倉
住
吉
神
社
）

※
各
行
事
は
祭
事
の
一
種
で
す
の
で
、
正

月
飾
り
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
家
庭

ご
み
の
持
ち
込
み
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

　　
一
人
親
家
庭
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
高

校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
児
童
の
た
め

の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。　

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
４
階
４
０
６
会
議
室

※
今
回
の
説
明
会
以
外
で
も
、
随
時
こ
ど

も
未
来
課
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子
児

童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

　
こ
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
の

定
着
状
況
を
調
査
し
、
学
力
向
上
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
か
ら

小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
21
日
に
行
わ
れ
た
、
同
調
査
の
市

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
各
学
校
は
、
毎
年
度
、
学
力
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
全
て
の
科
目
に
お
い
て
、
県
平

均
を
上
回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

１
月
の
市
内
民
俗
行
事

一人
親
家
庭
な
ど
が
対
象

就
学
支
度
資
金・修
学
資
金
の
貸
付
説
明
会

平
成
28
年
度
県
学
力
調
査

春
日
市
の
結
果
の
公
表

国語 数学
春日市 71 60.5
福岡県 66.2 53.3

県との差 4.8 7.2

国語 算数
春日市 62.9 64.7
福岡県 59.2 59

県との差 3.7 5.7

（単位：正答率％）

（単位：正答率％）

小学5年生

中学2年生

■平成28年度春日市学力調査の結果
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「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

条
例
」は
、
全
て
の
人
が
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
自
ら
の
意
思
で
生
き
方
を
選
び
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
市
と
市
民
が
協
力
し

な
が
ら
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、平
成
18
年
12
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
基
本
理
念

①
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
す

る
制
度
や
慣
行
を
見
直
そ
う

③
男
女
が
共
に
意
思
決
定
の
場
に
参
画
し

よ
う

④
家
庭
生
活
と
職
業
・
地
域
生
活
の
両
立

を
実
現
し
よ
う

⑤
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育

を
実
施
し
よ
う

⑥
健
康
で
安
全
な
生
活
を
営
む
た
め
に
個

人
の
意
思
を
尊
重
し
よ
う

⑦
国
際
社
会
と
協
調
・
連
携
し
よ
う

条
例
の
内
容（
抜
粋
）

▽
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
、
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止

▽
公
衆
に
表
示
す
る
情
報
に
お
い
て
、
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
や
、
人

権
侵
害
、
男
女
間
の
暴
力
な
ど
を
助
長

す
る
表
現
を
行
わ
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

▽
市
・
市
民
・
事
業
者
・
教
育
者
・
養
育
者
・

自
治
組
織
に
対
し
て
の
責
務
を
明
記

▽
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員
制
度
の

設
置

▽
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
設
置

　
市
と
市
民
の
一
人
一
人
が
、
地
域
、
学

校
、
家
庭
、
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
共
に
考
え
、
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民
相
談
課
人
権

男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

　「
♪
男（
ひ
と
）と
女（
ひ
と
）と
し
て
認

め
合
い
　
助
け
合
い
　
明
る
い
未
来
に
向

か
っ
て
羽
ば
た
こ
う
」　

　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
テ
ー
マ
ソ
ン

グ「
男
女（
ひ
と
）の
ち
・
か
・
ら
」は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
kasuga.fukuoka.jp/life/jinken/
danjo/song.htm

l

）で
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
」制
定
か
ら
10
年

　

固
定
資
産
税
は
土
地
・
家
屋
の
他
に
、

償
却
資
産
に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
事
業

の
た
め
に
用
い
る
工
場
の
機
械
・
器
具
や

飲
食
店
の
厨
房
設
備
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

駐
車
場
舗
装
、
個
人
宅
に
あ
る
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど
の
こ
と
で
す（
下
表
参
照
）。

　
ま
た
、
そ
の
減
価
償
却
額
や
減
価
償
却

費
が
法
人
税
法
や
所
得
税
法
の
規
定
に
よ

る
所
得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な

経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す

（
た
だ
し
、
無
形
減
価
償
却
資
産
や
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税
客
体
と
な
る

自
動
車
な
ど
は
除
く
）。

　

こ
れ
ら
の
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
申
告

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法

人
・
個
人

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
年
内

に
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
が
、
窓
口
か

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
city.kasuga.fukuoka.jp/life/
zeikin/kotei/syoukyaku.htm

l

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
告
方
法　
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
、
税

務
課
窓
口
か
郵
送
で
申
告
す
る

申
告
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税

担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市

役
所
１
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

資産の種類 具体例

1

 構築物 門、塀、広告塔、舗装路面（駐車場舗装）、緑化施設など

建物付帯設備

受変電設備、太陽光発電設備、ＬＡＮ設備一式、ＰＯＳシステム、
屋外電気・給排水設備、取り外し可能な空調設備など
※家屋所有者以外のテナント（入居者）などが、事業の用に供す

るために取り付けたものは、家屋に属する部分も含めて申告の
対象です。

2 機械および装置 製造加工機械、太陽光発電設備、土木建築機械など
3 船舶 客船、貨物船、ボートなど
4 航空機 飛行機、ヘリコプターなど
5 車両および運搬具 フォークリフトなどの大型特殊自動車など
6 工具・器具および備品 応接セット、テレビ、冷暖房器具、パソコン、自動販売機、看板など

■償却資産の種類

償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、市
役
所
に
申
告
が
必
要
で
す

構
築
物

市からのお知らせ

△男女共同参画
　都市宣言記念碑
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市役所職員を名乗る不審電話に注意

　平成28年10月以降、市役所職員を名乗る還付金
名目のニセ電話詐欺と思われる不審電話が多発して
います。
やり取り例
　市役所保険課のＡと名乗る男性から「医療費（介
護保険料・国民健康保険税）などの還付金がある、申
請書を世帯主宛てに郵送したが、手続きが済んでい
ない」との電話があった。
　「書類がない」と答えると「銀行で手続きができる。
銀行の口座番号を教えて欲しい。銀行の担当者に連
絡させるので、連絡を待つように」と指示された。
　その電話を切った後、担当者を名乗るＢから電話が
あり「○○のＡＴＭに行って手続きをしてほしい」との
電話がある。
不審電話の特徴
▷「市役所保険課」、「市役所介護保険担当」など、市

役所職員を名乗り電話をしてくる
▷「医療費の還付金」、「保険料の払い戻し金」があ

るなどと言って、利用している金融機関を尋ねてく
る

▷「銀行の担当者から連絡をさせる」と言って一旦電
話を切る

▷銀行の担当者と名乗る人から電話があり「○○のＡ
ＴＭに行くように」と、市内のＡＴＭの場所を具体的
に指示してくる
被害に遭わないための防犯ポイント
▷還付金などの通知は文書で実施され、ＡＴＭを操作

しても現金は戻ってこないことを知っておく
▷市役所職員などを名乗る場合は、電話を切った後に

自分で調べた市役所などの電話番号にかけて事実
確認をする

▷非通知電話着信拒否機能を利用する
▷迷惑電話防止機能付き電話機や迷惑電話防止機

器を活用する
▷１人で判断したり悩んだりせず、家族・友人・警察・

市役所などに相談する

○県内の10月末までのニセ電話詐欺認知状況
　被害状況
▷被害額：5億4107万円（前年同期比：△10億 

7453万円）
▷認知件数：281件（前年同期比：△124件）　
10月中の特徴的傾向

　▷還付金詐欺の被害額が前月より増加、認知件数
　　は横ばい
　▷オレオレ詐欺の認知件数、被害額が前月より増加
　▷振込型が約７割、全てＡＴＭからの振り込み
　ニセ電話詐欺の被害に遭わないためにも、「電話
でお金は全て詐欺！」を合言葉に、大切な財産を守りま
しょう。
問い合わせ先
▷安全安心課防犯安全担当
　☎（５８４）１１１１（代表）
　F（５８４）１１４３
▷国保医療課国保担当・医療担当
　☎（５８４）１１１１（代表）
　F（５８４）１１４１
▷高齢課介護保険担当
　☎（５８４）１１１１（代表）
　F（５８４）３０９０
▷春日警察署
　☎（５８０）０１１０（F兼用）

ちょっとでも怪しいと思ったら

または

8 81

1 1 09＃

消費者
ホットライン

警察相談
専用電話

高齢者詐欺　検索

い    や   や



県民体育大会　春日市は総合7位

バレーボールと卓球の青年が全国大会へ進出
　9月24、25日、筑豊地区で、市町村対抗のスポーツフェスタ・
ふくおか「第59回福岡県民体育大会」秋季大会が行われ、市内で活
動する各種目の選手たちが大勢参加しました。
　その結果、バレーボール青年男子が見事1位に、陸上壮年女子
と卓球青年、バドミントン、一般女子B、壮年女子Aが2位に輝き、

バレーボール青
年と卓球青年が全国大会に出場しました。ちなみに春日市は総合7
位でした。
　また、市体育協会では、バドミントンや剣道、バスケットなど、
さまざまな種目で新しい挑戦者を随時募集しています。
　仕事帰りや休日に興味のあるスポーツを通して、健康増進に取り
組んでみませんか。
　詳しくは、市体育協会（☎（574）9131）まで問い合わせてくださ
い。

△見事1位を獲得したバレーボール青年男子

筑紫地区少年愛護連盟

善行者表彰式
　11月2日、ミリカローデン那珂川（筑紫郡那珂川町）で青少年の模範
となる行動をとった筑紫地区の小・中学生、高校生を表彰する、善行
者表彰式が行われました。
　春日市では、幼児の救助活動を行った春日原小学校の蔵

く ら た
田慎

し ん の す け
之介さ

ん（6年生）と、奉仕活動の協力を行った同校の立
たちばな

花飛
つ ば さ

翔さん（6年生）が
表彰を受けました。
　蔵田さんは学校からの下校中、1人で歩いている幼稚園児を見かけ、親
が近くにいないことに気付き最寄りの交番に連れて行った行動が、立花
さんは歩きながらごみを拾っていた人に、「家がすぐ近くだから僕が捨て
ておきます」と声を掛けごみを持ち帰った行動が感謝され、表彰に至りま
した。
　同少年愛護連盟会長の大

おおもり
森さん（那珂川南中学校校長）は、「全ての人々

に勇気を与える行動です」と、善行者に向け、称賛の言葉を述べました。

△全国大会に出場が決まった卓球青年

△表彰を受けた蔵田さん（左）と立花さん

△筑紫地区少年愛護連盟会長の大森さん（左）

トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜
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村
むらやま
山敏
としひで
英さん（桜ヶ丘）

九州１周マラソン完走
　11月11日、自身の70歳の誕生日をゴールの日にすると目
標を定め、9月20日から実走31日かけて、「九州1周駅伝グ
ランツール」と同じコース（約740km）を走破した村山さん。
この日は、ゴール地点と定めたかつての職場である市役所を
目指し、篠

ささぐり
栗町を出発。

　ゴール地点では、井
いのうえ

上市長をはじめ、友人や家族、元同僚
ら約50人が、村山さんのゴールに立ち会い、盛大な拍手と
花束で祝福しました。

　九州1周走破を思い立ったのは、3年前。新聞で九州1周を
走破した人の記事を読み、自身も挑戦したいと一念発起。
　1日平均25kmの距離を走った村山さんですが、今年の暑
さには相当苦戦させられたとのこと。途中のコンビニエンス
ストアで休憩をとっては、体を冷やしながらゴールを目指し
ました。
　村山さんは「いろいろな人に出会ったり、途中ランニング
仲間に伴走してもらったりしたので、きつくはなく楽しかっ
たです」と満面の笑みで語りました。　

私たちの住むまちを自らの手できれいに

秋のクリーン作戦
　11月13日、市内各地区で秋のクリーン作戦が行われ、早朝から多くの
参加者が自分たちの住む地域を自ら清掃して回りました。
　中には就学前の子どもを連れた親子の姿も見え、両手でたくさんのご
みや落ち葉を拾いながら、地域の人たちと協力して掃除をしました。
　クリーン作戦は年に2度、春季と秋季に行われ、市内をきれいに清掃す
るとともに地域のコミュニケーションの場の一つとなっています。
　次はあなたも参加してみませんか。

△九州1周を走破し、満面の笑みで友人作成のゴール
テープを切る村山さん

△走破の証明として、各コースのゴール地点の市役所
などで、メッセージを書いてもらった緑色の布を持
参し披露

△春日地区でのクリーン作戦の様子

市 報 か す が
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添
そえだ
田美

みす み
純さん（春日東中学校）

全国硬筆コンクールで文部科学大臣賞を受賞
　春日東中3年生の添田美純さんが、全国硬筆コンクール中学生の部（応
募数約3800点）で、最高賞にあたる文部科学大臣賞を受賞しました。
　11月16日、受賞の喜びを報告するために市役所を訪れました。
　小学2年生から硬筆を習い始め、小学3年生から同コンクールに応募し
ている添田さんは、今年は受験生ということもあり、思うように練習の
時間が取れない中、コンクールに臨みました。あきらめずに練習に取り
組み、納得のいく作品に仕上がったことが、添田さんにとって初めての
最高賞の受賞につながりました。
　「将来は、書写を世界に広めていきたい」と話す添田さん。実際に添田
さんの書いた文字を見た市長は「素晴らしい。きれいな字ですね。最近は文字を書く機会が少なくなってきているが、
手書きの文字はあたたかみがある」と感想を述べました。

△受賞した添田さん（左から3番目）

　　

　11月19日、天神山小学校でふれあい健康フェスタが行われました。

各学年、班に分かれ、虫歯予防などそれぞれのテーマについて調べた

ものを、保護者、地域の人、違う学年の友達などに発表しました。低

学年の子どもたちは、とてもうれしそうに、高学年の子どもたちは、

自信を持って楽しそうに発表をしていました。

　同時開催された友愛エコ

バザー。小学校では「マイ

箸、マイ皿、マイごみ袋、

マイシート（敷物）」を持参

するというエコ活動をしており、多くの参加者が実践していました。

　毎年恒例の「天神山、白水池、松ヶ丘」の各地区による出店もあり、ど

の店も長蛇の列ができていました。児童、保護者だけでなく、地域との

　つながりを深められた楽しいバザーとなりました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　平
ひらいし

石清
き よ こ

子）

天神山小学校 ふれあい健康フェスタ＆友愛エコバザー

△健康クイズを出題する児童たち

△マイ箸、マイ皿の持参が徹底してきた
バザー

12市 報 か す が
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　11月12日、小春日和のもと、「第14回ぶどうの庭であい祭」が須玖北の春日市まち

づくり支援センター「ぶどうの庭」で行われ、約1000人が参加しました。

　祭りは、惣利酔狂ちんどん一座のオープニングセレモニーの後、手作り品やパン、カッ

プケーキなどの市民バザーコーナーが開店し、にぎわいをみせていました。

　また、館庭の一角では、ぶどうの庭を宿舎にしている芝
し ば た や ま

田山部屋の力士による餅つ

きも行われ、多くの人がつきたての餅を買い求めていました。

　ステージイベントでは、よさこいチーム「あん」の演舞で盛り上がり、会場が一体となり楽しく終了しました。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　長
な が た

田豊
と よ き

喜）

ぶどうの庭　第 14 回であい祭

　　

  11月23日、春日原小学校で、コミュニティースクールの一環として

学校、家庭、地域が協働で自立した子どもを育てようと、児童、先生、

保護者、地域ボランティアが参加し、たてわり炊飯活動が行われました。

　この日使用した米は、同校おやじの会が「おやじが育てた米を食べさ

せたい」という思いから始まった「ばるっ子お米プロジェクト」のイベン

トにより、うきは市のつづら棚田で育て、収穫したものです。

　11月17日に「お米贈呈式」を行い、同会会長の町
ま ち だ

田さんから米60kg

が、たてわり委員の児童に手渡されました。

　参加した子どもたち

は各々役割を分担し、調理担当の子は上手に包丁を使いこなしカレー

用の野菜を下ごしらえ。準備した材料をかまどに持ち込むと、早速

5、6年生がまきに点火。煙と悪戦苦闘をしながらも、チームごとに

飯ごうでおいしいご飯を炊きあげ、できあがったカレーをかけて地

域サポーターを交えて一緒に会食しました。

　飯ごうで作ったカレーライスは皆さんにとって格別においしかっ   

たことでしょう。　　　　　　　  　 （広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふ み こ

子）

春日原小学校　たてわり炊飯活動

△火の調整を行う児童とサポーター

△おやじの会の会員の皆さん

△よさこいチーム「あん」
の演舞
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イ
ベ
ン
ト

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
施
設
な
ど
と
の
面
談
会
を
開
催

し
、
求
職
相
談
や
資
格
取
得
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職

希
望
者
や
、
平
成
29
年
３
月
末

の
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
卒
業

予
定
者（
高
校
生
不
可
）

日
程　
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯

時
間
・
内
容

▽
午
前
11
時
〜
11
時
50
分（
受
付
：
午

前
10
時
30
分
〜
）

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
正
午
〜
午
後
４
時（
受
付
：
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

就
職
面
談
会

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
会

福
祉
協
議
会
人
材
・
情
報
課

☎（
５
８
４
）３
３
１
０

F（
５
８
４
）３
３
１
９

シ
ェ
ル
ブ
レ
イ
ク
ス

２
０
１
６
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る「
シ
ェ
ル
ブ

レ
イ
ク
ス
」の
14
回
目
の
ゴ
ス
ペ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

今
年
は「
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
，
Ｇ

Ｏ
！
」と
題
し
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
25
日
㈰

午
後
４
時
〜
６
時（
開
場
：
午

後
３
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

入
場
料　
中
学
生
以
上
：
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
：
４
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
ホ
ー
ル
前
で
購
入

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
魚う

お
や屋

☎
０
９
０（
３
３
２
２
）８
５
４
０

F（
５
８
１
）５
０
７
４

ス
ポ
ー
ツ

春
日
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　

第
23
回
春
日
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

▽
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
高
校
生
以
上
の
人

▽
市
ま
た
は
近
隣
地
区
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
員

日
時　
平
成
29
年
１
月
22
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時

（
受
付
：
午
前
９
時
）

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　
男
女
混
合
団
体
戦
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

申
込
方
法　
12
月
22
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
郵
便
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
送

る

※
１
チ
ー
ム
４
〜
７
人
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い（
女
子
は
男
子
枠
で
の
出

場
可
）。

※
大
会
要
項
、
申
込
書
は
市
体
育
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kasuga-

taikyo.com
/

）か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
せ
わ
先　
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　
豊と

よ
だ田（
〒
816
ー
０ 

８
７
２
桜
ヶ
丘
５
ー
16
ー
５ 

０
１
）

☎
０
８
０（
６
４
２
９
）４
８
３
９

kasuga.bado.2016@
gm

ail.
com

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
気
に

な
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
12
月
26
日
㈪
、
平
成
29
年
１
月

10
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　 メ ー ル ア ド レ ス

異
学
年
チ
ー
ム
活
動

　
白
水
小
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
が
チ
ー
ム
に
な
り
、
校

内
や
地
域
の
清
掃
、
白
水
大
池
公
園

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の「
異
学

年
チ
ー
ム
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
６
年

生
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
が

身
に
付
い
て
き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
で
は
、
い
つ
も
チ
ー
ム
の
仲

間
の
こ
と
を
気
遣
い
、
先
の
こ
と
を

考
え
た
行
動
や
声
か
け
が
で
き
て
お

り
、
非
常
に
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
６
年
生
を
憧
れ
の
ま
な
ざ

し
で
見
て
い
る
後
輩
た
ち
は
、
６
年

生
の
ま
ね
を
す
る
う
ち
に
自
然
と
行

動
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
校
内
清

掃
で
は
、
２
年
生
が
１
年
生
に
草
の

取
り
方
や
道
具
の
使
い
方
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
様
子
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
ら
れ
ま
す
。
来
年
に
は
、
こ

の
１
年
生
た
ち
も
次
の
１
年
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
「
模
範
に
学
び
、
行
動
し
、
さ
ら

に
次
へ
と
伝
え
て
い
く
」そ
の
よ
う
な

伝
統
が
本
校
で
、
で
き
つ
つ
あ
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
白
水
小
学
校
校
長　
小こ
も
り森　
晃
あ
き
ら

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち
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27
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
10
回
）

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
25
人

60
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
か
ら
だ
ニ
コ
ニ
コ
体
操

　
ミ
ニ
ボ
ー
ル
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
な
ど
の
運
動
用
具
を
利
用
し
、
筋

力
や
柔
軟
性
の
向
上
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
16
日
〜
３
月

27
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
10
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

○
足
腰
元
気

　
筋
力
の
低
下
を
感
じ
る
人
を
対
象

に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
効
果
的
な
筋
力
向
上
の
運

動
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
10
日
〜
３
月

28
日
の
毎
週
火
曜
日（
計
12

回
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

○
い
き
い
き
リ
ズ
ム
体
操

　
体
力
の
向
上
を
目
指
す
人
を
対
象

に
、リ
ズ
ム
体
操
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日
の
毎
週
水
曜
日（
計
12

回
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

○
姿
勢
改
善

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
的
な
姿
勢
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日
の
毎
週
水
曜
日（
計
12

回
）

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
30
人

○
男
性
元
気
ア
ッ
プ

　
運
動
不
足
を
感
じ
る
男
性
を
対
象

に
、
筋
肉
の
柔
軟
性
や
連
動
性
に
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
運
動
を
行
い
ま

す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
16
日
〜
３
月

27
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
10
回
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

○
男
性
体
力
ア
ッ
プ

　
男
性
同
士
で
仲
間
づ
く
り
を
行
い

な
が
ら
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
行
い
ま
す
。
男
性
元
気
ア
ッ
プ
よ

り
も
、
や
や
運
動
強
度
が
高
い
教
室

で
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
７
日
〜
３
月

25
日
の
毎
週
土
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

定
員　
30
人

全
教
室
共
通
事
項

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料　
１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　
12
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
か
い
き
い
き
ル
ー
ム
窓
口
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る（
新
規
者
優
先
で

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

　
平
成
29
年
１
月
か
ら
始
ま
る
介
護
認

定（
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
）を
受
け
て

い
な
い
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予

防
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。
自
分
の

体
力
に
合
っ
た
教
室
を
選
ん
で
、
楽
し

く
無
理
な
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

70
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
七な

な
ま
る〇
元
気
塾

　
体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
を
対

象
に
、
椅
子
に
座
っ
て
簡
単
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日
の
毎
週
水
曜
日（
計
12

回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　
25
人

○
古
希
元
気
塾

　
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
や
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
七
〇

元
気
塾
よ
り
も
運
動
強
度
が
や
や
高

い
教
室
で
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
５
日
〜
３
月

23
日
の
毎
週
木
曜
日（
計
12

回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　
25
人

○
肩
腰
ら
く
ら
く

　
肩
腰
が
重
た
く
、
動
き
に
く
い
と

感
じ
る
人
を
対
象
に
、
肩
こ
り
や
腰

痛
の
予
防
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
16
日
〜
３
月

申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３

階
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）１
１
６
２

ド
ク
タ
ー
と
理
学
療
法
士
に
よ
る

健
康
教
室

　
正
し
い
運
動
の
知
識
で
、
健
康
作
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
程
・
内
容

▽
12
月
20
日
㈫
、
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て

▽
12
月
22
日
㈭　

　
リ
ウ
マ
チ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
変
形

関
節
症

▽
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
、
２
月
９
日
㈭

新
し
い
花
粉
症
の
治
療

▽
平
成
29
年
２
月
23
日
㈭　

　
痛
風
・
高
尿
酸
血
症
に
つ
い
て

時
間　
午
後
３
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

講
師　
山や

ま
し
た下
信の
ぶ
や哉
さ
ん（
く
ろ
つ
ち

　
　

福
岡
春
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
　
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、   

　
　
医
学
博
士
）他

定
員　
各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
ク
リ
ニ
ッ

ク　
田た

ぐ
ち口

☎（
５
９
６
）４
９
５
１

F（
５
９
６
）４
９
８
５

侵
入
盗
に
ご
注
意
を
！

　
年
末
年
始
は
、
外
泊
や
外
出
す
る

機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
空
き
巣
な

ど
の
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

留
守
中
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
防
犯
ポ
イ
ン
ト
を
踏

ま
え
て
し
っ
か
り
と
対
策
を
取
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

防
犯
ポ
イ
ン
ト

▽
ご
み
出
し
な
ど
の
短
時
間
の
外
出

や
在
宅
中
で
も
、
玄
関
や
窓
の
鍵

を
き
ち
ん
と
か
け
る

▽
家
の
周
り
の
木
々
を
小
ま
め
に
剪

定
し
た
り
、
壁
や
垣
根
を
低
く
す

る
な
ど
し
た
り
し
て
、
周
囲
か
ら

の
見
通
し
を
確
保
す
る

▽
旅
行
な
ど
で
留
守
に
す
る
際
は
、

近
所
の
人
に
ひ
と
声
掛
け
る

▽
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
付
き
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
モ
ニ
タ
ー

画
面
で
相
手
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
す
る

▽
補
助
錠
や
頑
丈
な
格
子
を
付
け
て
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
を
強
化
す
る

▽
警
報
装
置
や
防
犯
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
、

防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
を
併
せ
て
活
用
す
る

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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境

う
ち
エ
コ
講
座

ホ
ー
ル
フ
ー
ド
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　
ホ
ー
ル
フ
ー
ド
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と

は
、
野
菜
の
皮
、
芯
、
根
な
ど
、
食
材

を
丸
ご
と
使
う
料
理
方
法
で
す
。

　
食
材
を
丸
ご
と
使
う
こ
と
で
生
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
え
て
、

野
菜
の
皮
な
ど
に
は「
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ

カ
ル
」と
い
う
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
お

り
、
抗
酸
化
成
分
や
免
疫
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
ベ
ジ
ブ
ロ
ス（
野
菜
の
皮
や

種
、
ヘ
タ
な
ど
、
今
ま
で
捨
て
て
い
た

部
分
で
取
る
だ
し
）を
使
い
、
３
種
類

の
料
理
を
作
り
ま
す
。
体
に
も
地
球
に

も
優
し
い
料
理
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
と
し

て
約
３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈭
〜
22
日
㈭

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

k
ankyo@

city.kasuga.fuku 
oka.jp講

演
講
座

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

　
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
で
、
食
品

関
係
の
営
業
施
設
ご
と
に
食
品
衛
生
責

任
者
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
責
任
者
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。
講
習

会
終
了
後
に
終
了
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
、
受
講
を
希

望
す
る
人

日
時　
平
成
29
年
２
月
22
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付：

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

※
途
中
の
入
・
退
場
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

定
員　
２
８
０
人（
当
日
先
着
順
）

受
講
料　
８
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
食
品
衛
生
協
会

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

認
知
症
医
療
講
演
会

　
認
知
症
は
、
早
期
に
発
見
し
早
期
に

治
療
す
る
こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る

（
離
乳
食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で

す
。
託
児（
原
則
、
生
後
６
〜
８
カ
月
、

１
人
３
０
０
円
、
先
着
12
人
）も
あ
り

ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

飯い
い
だ田
秀ひ
で
と
し利
さ
ん（
79
歳
）

　
「
春
日
市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
会
」

会
長
の
飯
田
さ
ん
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

歴
30
年
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
歴
20
年
の

大
ベ
テ
ラ
ン
。

　
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
指
導
な
ど
を
続
け
て
17
年

が
経
ち
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
好
き
が
高

じ
、
10
年
前
仲
間
と「
春
日
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ（
Ｋ
Ｗ
Ｃ
）」を
結
成

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
約
60
人
の

仲
間
と
、

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に

励
ん
で
い

ま
す
。

　

27
歳
か

ら
始
め
た

趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
、
今
で
も
毎
月
プ

レ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
座
右
の
銘
は「
有
言
実
行
」。
そ
の

言
葉
通
り
、
40
代
で
宣
言
し
た
禁
煙

に
成
功
。
地
域
で
は
、
自
治
会
長
や

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
長
も
務

め
、
８
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
交
差
点
に

立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
の
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
毎
朝
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
元
気

が
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
」と
力
強

い
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

△ウォーキング大会で指導をす
る飯田さん（左端）

△登校の見守りをする
   飯田さん

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
、
予
防
法
や
治
療
法

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、「
認
知
症
の
人
を
支

援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
対
象
で
、

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
19
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　
認
知
症
の
症
状
と
予
防
・
治
療

法
に
つ
い
て

講
師　
池い

け
だ田
耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
池
田
脳
神
経

外
科
医
師
）

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

子
育
て

参
加
し
ま
せ
ん
か

離
乳
食
教
室

　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の
保
護

者
で
、
子
ど
も
の
食
事
量
や
内
容
で

悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
し
た
、
離
乳

食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
に
必

要
な
道
具（
名
前
を
記
入
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
名
前
･
性
別・生
年
月
日
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ
月

（
平
成
28
年
７
月
か
ら
10
月
生
ま
れ
）の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お

出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応

援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
、
18
日

㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者

の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
12
月
16
日
㈮
〜
28
日
㈬
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
、
生
年
月
日
、
居
住
地
区
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

su
g

u
-j@

c
ity.k

a
su

g
a

.
fukuoka.jp

福　

祉

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す
る
患
者

さ
ん
へ
安
定
し
て
血
液
を
届
け
る
た
め

に
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
時
間
・
場
所

▽
12
月
26
日
㈪

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

▽
12
月
28
日
㈬

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
原
町
３
ー

１
ー
５
）

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）　

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福
祉

支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

相　

談

臨
時
開
設
し
ま
す

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

　
子
育
て
、
非
行
、
い
じ
め
、
引
き
こ

も
り
、
就
労
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
若
者

と
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
適
切
に

対
応
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

※
電
話
代
、
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自

己
負
担
で
す
。

相
談
期
間　
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
〜

14
日
㈯

相
談
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

相
談
方
法　

▽
電
話（
期
間
中
の
臨
時
電
話
）

　
☎（
９
４
２
）０
１
７
５

▽
面
接（
事
前
予
約
可
能
）

会
場　

古
賀
市
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー（
古
賀
市
千ち

ど
り鳥
３
ー

１
ー
２
）

予
約・問
い
合
わ
せ
先　
県
人
づ
く
り・

県
民
生
活
部
私
学
振
興
・
青
少

年
育
成
局
青
少
年
育
成
課

☎（
６
４
３
）３
３
８
８

F（
６
４
３
）３
１
２
２

http://w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp
/co

ntents/nayam
i-

soudan33.htm
l

問い合わせ先　環境課環境保全担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1147

ハチドリから学ぶエコ活動
　南米アンデス地方の先住民に伝わ
る話です。
　『森が燃えていました。森の生き
物たちは、われ先にと逃げていきま
した。でも、クリキンディという名
のハチドリだけは、行ったり来たり、
くちばしで水のしずくを一滴ずつ運
んでは火の上に落としていきます。
動物たちがそれを見て「そんなこと
をしていったい何になるんだ」と
いって笑います。クリキンディは「私
は、私にできることをしているだけ」
と答えました。（光文社「ハチドリの
しずく」より）』
　とても大きなことを目標にすると
き、目の前の小さなことだけでは無
駄だと感じることがあります。しか
し、その小さなことに取り組む行動
により結果が変わってくることがあ
ります。
　私たちの環境に関する目標は「地
球環境の保全」、「地球温暖化を防止
する」など、とても大きなものです
が、「えこトピ」では、誰でも簡単に
実践できることを紹介しています。
　一人一人ができることは小さなこ
とでも、たくさんの人が実践し、そ
れが積み重なることで、目標を達成
することができます。
　市報や新聞などのアイディアを実
践してみたり、エコに関する講座な
どに参加したりすることが、身近な
エコ活動につながります。
　誰にでもできる小さな事から実践
してみませんか。
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相
談
し
て
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　
県
は
、
犯
罪
や
性
暴
力
に
よ
る
被
害

で
悩
ん
で
い
る
人
を
支
援
す
る
た
め

に
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
専
用
電

話
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

○
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談

福
岡
犯
罪
被
害
者
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

相
談
専
用
電
話

　
☎（
７
３
５
）３
１
５
６

相
談
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
月
曜
〜
金
曜
日
）

○
性
暴
力
被
害
に
関
す
る
相
談

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ

く
お
か

　
相
談
専
用
電
話

　
☎（
７
６
２
）０
７
９
９

相
談
時
間　

24
時
間（
３
６
５
日
、

年
中
無
休
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
人
づ
く
り
・
県
民

生
活
部
生
活
安
全
課

☎（
６
４
３
）３
１
２
４

募　

集

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
生
募
集

　
同
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン「
建
築
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
」講
習

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
に
し
た
設
計
ソ
フ
ト
の
主

要
機
能
講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
３
日
㈮
〜
３

月
24
日
㈮
の
火・金
曜
日（
全

14
回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

テ
キ
ス
ト
代　

３
万
９
０
０
０
円

（
消
費
税
含
む
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
12
月
16
日
㈮
の
午
前
９

時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
78
条
に
基

づ
く
講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯
、
５

日
㈰（
全
２
回
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所　
同
協
会（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

８
０
０
０
円（
材
料
代
、

消
費
税
含
む
）、
テ
キ
ス
ト

代
別
途
８
０
０
円

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
12
月
19
日
㈪
の
午
前
９

時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
仕
事
に
必
要
な
ワ
ー
ド

＆
エ
ク
セ
ル
」講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
７
日
㈫
〜
20

日
㈪（
全
10
回
）　

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
協
会

受
講
料　
３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
消
費
税
含
む
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
12
月
20
日
㈫
の
午
前
９

時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

○
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習

　
労
働
安
全
衛
生
法
第
59
条
に
基
づ

く
特
別
教
育
講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
12
日
㈰
、
19

日
㈰
、
26
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所　
同
協
会

受
講
料　
１
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
材
料
代
、
消
費
税

含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭

の
午
前
９
時
以
降
に
電
話
で

申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
日

間
で
マ
ス
タ
ー
」講
習

　
ワ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
人
を
対
象

と
し
た「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」の
主
要

機
能
講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
26
日
㈰
、
３

月
５
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　
１
万
６
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
消
費
税
含
む
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

の
午
前
９
時
以
降
に
電
話
で

申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
中
級
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
実
務
関
数
」講
習

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
実
務
で
使
え
る

関
数
な
ど
エ
ク
セ
ル
の
実
用
的
・
応

用
分
野
を
学
ぶ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習

期
間　
平
成
29
年
２
月
26
日
㈰
、
３

月
５
日
㈰
、
12
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
同
協
会

受
講
料　
１
万
６
０
０
０
円（
消
費

税
含
む
）、
テ
キ
ス
ト
代
別

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

の
午
前
９
時
以
降
に
電
話
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

県
農
業
大
学
校

研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　
県
農
業
大
学
校
は
、
短
期
間
で
の
技

術
習
得
研
修
を
実
施
す
る
た
め
、
研
修

科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
研
修
科（
野
菜
、
花か

き
）の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
人
、

就
農
し
て
間
も
な
い
人
、
品
目

転
換
を
志
す
県
内
農
業
者

研
修
期
間　
平
成
29
年
４
月（
ま
た
は

８
月
受
講
開
始
も
可
）か
ら
６

カ
月
以
上
１
年
以
内

定
員　
20
人
程
度

申
込
受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
４
日

㈬
〜
２
月
６
日
㈪

面
接
試
験
日　
平
成
29
年
２
月
23
日
㈭

受
講
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
農
業
大
学
校（
〒
818
ー
０
０ 

０
４
筑
紫
野
市
大
字
吉よ
し
き木
７
６
７
）

　
☎（
９
２
５
）９
１
２
９

　

http://w
w

w
.fuknodai.jp/

▽
県
農
林
水
産
部
経
営
技
術
支
援
課
後

継
人
材
育
成
室（
〒
812
ー
８
５
７
７

福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

　
☎（
６
４
３
）３
４
９
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

は
じ
め
の一歩

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

人
や
始
め
た
い
人
が
対
象
の
講
座
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
昼
食
代
な
ど

の
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

日
程　
平
成
29
年
１
月
28
日
㈯
、
２
月

４
日
㈯

※
２
日
間
の
参
加
が
必
要
で
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

定
員　
20
人

申
込
方
法　
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬
ま

で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
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所
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番
号
、ボ
ラ
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テ
ィ
ア
活
動
経
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の
有
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え
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込
・
問
い
合
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せ
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４
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は 

「
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」 

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。こ
れ
は
、 

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
含
め
、

誰
も
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報

な
ど
を
支
障
な
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
▼
こ
の
春
日

市
版
ル
ー
ル
を
作
る
た
め
、
横

文
字
だ
ら
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

読
み
込
み
、
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
レ
ポ
ー
ト
以
外

で
パ
ソ
コ
ン
を
ほ
ぼ
使
っ
た
こ

と
が
な
い
私
に
と
っ
て
、
専
門

用
語
は
難
し
く
、
単
語
ご
と
に

引
っ
か
か
っ
て
は
辞
書
で
調

べ
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
…
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
。し
か
し
、ウ
ェ

ブ
は
、
災
害
時
な
ど
の
命
に
か

か
わ
る
場
面
で
の
情
報
発
信
の

大
事
な
手
段
の
一
つ
で
す
。
責

任
感
を
持
ち
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
▼
４
月
に

は「
障
害
者
差
別
解
消
法
」も
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
だ
け

で
な
く
、
全
て
に
お
い
て
誰
に

で
も
優
し
い
世
の
中
に
な
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。　
　

え

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日9時以降の平
日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ

◆児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

月〜金曜日／8時30分〜17時
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月・水〜金曜日12時〜19時／土曜日10時〜 17時（祝日、年末年始
を除く）
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）
／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

子育て支援課母子保健担当（いきいきプラザ
内）（昇町1‒120）
　☎（584）1010　F（501）0051

　　ロタ、ノロウイルスに注意

　今回は、おなかに感染するウイルスについて紹介しま
す。ロタ、ノロウイルスは、どちらも冬に多く現れるウ
イルスで、嘔

おうと
吐や下痢などを起こす胃腸炎の原因になり

ます。とくにノロウイルスは、かきなどの貝類を汚染す
ることがあり、食中毒の原因にもなっています。
予防法と治療法　
　現在これらのウイルスに効果のある抗ウイルス剤はあ
りません。感染や脱水の予防行動をとるなどの対処法が
治療法となります。感染を広げないポイントは次の３つ
です。
▷小まめな手洗い。せっけんなどで30秒以上もみ洗い
する
▷吐しゃ物・便などは放置せず、すぐに片付ける。おむ

つ交換などもビニール手袋をつけて実施し、使用後の
物はビニール袋にまとめ、口を縛って捨てる
▷衣服が吐しゃ物や便で汚れたときは、漂白剤でつけお
き消毒をした後、他の衣類と分けて洗濯する
　子どもは、脱水症状になりやすいため、下痢が持続す
るときは特に注意しましょう。また、次のような症状が
見られたら脱水症状が疑われますので、できるだけ早く
病院を受診してください。
▷おしっこの量が減る▷唇が乾いている▷手の平がカサ
カサしている▷顔色が悪く、ぐったりしている▷皮膚に
張りがない
　胃腸炎を起こさないのが一番ですが、かかった場合で
も家族内でまん延させないことが大切です。重症化する
ことがないよう、対処法を知っておきましょう。

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
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こ
れ
は
、
中
白
水
遺
跡（
上
白
水
６
丁
目
）の
発
掘
調
査
で
、

江
戸
時
代
の
屋
敷
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
高
さ
約
３
㎝
の
小
さ
な

白
磁
の
人
形
で
す
。

　
こ
の
人
形
は
、
灯と

う
み
ょ
う
ざ
ら

明
皿
の
中
に
置
い
て
灯と

う
し
ん芯
を
押
さ
え
る
た

め
の
道
具
で
す
。
人
形
の
底
か
ら
背
中
の
下
に
か
け
て
穴
が
開

い
て
お
り
、
そ
の
穴
に
灯
芯
を
通
し
、
先
端
を
人
形
の
頭
部
に

持
ち
上
げ
て
火
を
と
も
し
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
頭
部
が
欠
け
て
い
ま
す
が
、
白
磁
の
透
明
釉

が
か
か
る
胴
部
の
衣
装
の
様
子
か
ら
、
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
唐

人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
期
に
、
現
在
の
佐
賀
県
の
有
田
地
方
で
焼
か

れ
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

上
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
伊
万
里
焼
の
人
形
〜

△人形の使い方

△人形の表（左）と裏
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